







































































ため、ヒマラヤにおける地学、植物調査隊サポートで実績のある、Tunduk Dawa Sherpa 氏にラ
ラ湖調査隊サポートチームの企画運営を依頼した。また、トラックやヘリでの輸送のための交
渉に、SITPL の Swayam Bhattachan 氏を現地エージェントとして協力を仰ぐことになった。
4　資材輸送のための準備
　コアリング実施には、高知大学理学部の岡村教授・松岡准教授のグループに参加を要請し
2008 年 5 月に最初の検討会を持った。その際、資材の概要について簡単な説明を受けネパー






















ていたため、資材の中に重量が 120kg で最小幅が 60cm もある最重要部品のウインチや、長さ





























航空は、大型ヘリを 1 機のみ所有しそれが破損したことから、9 月以降の運行予定が全く立た
なくなっていた。8 月末に我々がカトマンドゥ入りして、修理の見込みを問い合わせたが目処
が立たず、結局 Simirik 航空から Shree 航空に業務委託をする形で我々の資材輸送をお願いする
ことになったが、その契約が終了したのは空輸予定日の二日前 9 月 5 日である。2 往復分とし
て 20000 ドルとし、前金 7000 ドルを支払ってようやく契約にこぎ着けた。 





13 日に神戸に高知大グループが持ち込み、7 月 20 日に神戸港を出港し 8 月始めにコルカタ港
に到着。インド側の保税処置をクリアーして 8 月 11 日にビルガンジに向け陸送開始。8 月 14
日にネパール税関への申告書を提出完了。22 日荷物がインド国境のラクソール到着、しかし
通関待ちの車両が多くネパール側のビルガンジには 25 日到着、通関完了は 30 日。9 月 1 日に
スルケットに向けてトラックが出るが、平原部のテライでゼネストが打たれたので、スルケッ






　9 月 3 日午前資材受け取り斑として先発要員がカトマンドゥを出発。午前中には経由地のネ
パールガンジに到着したものの、ゼネストによりその先車両による移動ができず、スルケット
には 4 日の到着となった。前述の通り、資材を載せたトラックはまだ到着していなかったこと














いただき、8 日からそれに接する湖岸で筏フロートとコアリング ･ リグの組み立てを行った。
その後、9 月 18 日まで湖底堆積物の採取や湖底地形測深調査および周辺地域の地形・地質・
植生調査を実施した。
